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　私は本誌５月号でもお知らせしましたが、この４月か
ら「結のぞみ病院」という精神科・内科の病院で働いて
います。精神病院ではまた別の風景が見えています。小
さい時から虐待を受けながら育った若者たちが、ＰＴＳ
Ｄや解離性障害に苦しみ、自殺を企って担ぎ込まれてき
ます。若い子たちは主に私が担当していますが、そんな
若者たちを診るにつけ、乳幼児期の親子の絆づくりの大
切さを痛感しています。

ファシリテーター大研修会開催！
　元号がかわり、「令和」という新しい時代が幕開けし
ました。本会としても「令和」を新たな事業展開の時代
にしたいと考えています。そのスタートとして、表１の
要項で「ＢＰファシリテーター大研修会」を東京と大阪
で開催します。この大研修会は、従来のフォーラムに代
わる新企画です。ファシリテーターのみなさんが参加し
やすいように、東京と大阪の２か所で行います。その目
的は以下の４つです。
①ＢＰプログラム実施の現代的意味をさらに深く
　理解する
②ＢＰ１プログラムの実践事例を知り、さらなる
　飛躍につなげる
③親が待ち望んでいるＢＰ２プログラムの内容と
　実践を知る
④ＢＰプログラムの質を確保する

表１　ファシリテーター大研修会開催要項

　

　午前中の10時から12時までは、ファシリテーター以
外の方も参加可能ですが、午後１時から４時30分まで
は、ＢＰファシリテーターのみ参加可能です。

ＢＰ２はＢＰ1に劣らず価値の高いプログラム
　「令和」をＫＫＩにとっても新しい幕開けにしたい
と思う一つの理由は、昨年９月に開催しましたＫＫＩ
第26回フォーラムにおいて、ＢＰプログラムの第２

弾「親子の絆づくりプログラム”きょうだいが生まれ
た！”」（ＢＰ２プログラム）が、まさに令和から始動
し始めたからです。
　今年の２月・３月に大阪と東京で、ＢＰ２ファシリテ
ーター養成講座を開催しました。その受講生が地元で幾
多の苦難を乗り越えてＢＰ２プログラムの実施に漕ぎつ
け、６月から各地でＢＰ２プログラムが開催され始めて
います。初めての実践ですので、私も送られてくるセッ
ション記録やファシリテーターの実施しての感想など、
緊張しながら読んでいます。本誌６・７ページには、ト
ップバッターとして開催していただきました新潟市西区
の実践報告を掲載しています。
　すでにいくつかのＢＰ２プログラムが終了したり、実
施中だったりしますが、ありがたいことに、参加者から
はたいへん好評をいただいています。ＢＰ１プログラム
を受けた母親たちは、「待っていました！」とばかりに
積極的に参加していただいています。以下に参加者の声
の一部をいくつか掲載します。
　①自分自身を大事にしながら、バランスに注意しつつ、
自分らしい子育てをしていこうと前向きに思うことがで
きました。
　②子どもが言った困った（親にとっての）ことに対し
て、直に受け取るのではなく、客観的にどういう意味を
含んでいるのかを考えるようになりました。それによっ
て、優しい言葉がけができるようになりました。
　③参加する前に感じていた今の不安、これからの不安
が、今回の講座でいろいろと得た情報によって、だいぶ
軽くなった気がします。変にイライラしなくなりました。
　④悩みを共有、共感してホッとする大切な時間でした。
ネガティブな言葉ではなく、ポジティブな言葉を子ども
（夫にも）掛けて朗らかに過ごしていきたいと思いました。
　⑤上の子に対しては、頭ごなしに怒らない（問題解決
アプローチ）。下の子に対しては、上の子に手がかかる
けれど、同じように下の子の心の安定根を考えて接して
あげたいと思いました。ＢＰ２に参加できて良かったで
す。
　ファシリテーターからは、母親の赤ちゃんの扱い方が
上手になっていることにまず驚きの声が上がっています。
そして、悩みの大きな部分が幼児期に入った上の子との
関わり方に関するもので、その悩みが深いことにも驚い
ています。ＢＰ１プログラムの価値が非常に高いことは、
この10年近くの実践の中で実感していますが、ＢＰ２
プログラムもＢＰ１に劣らず価値が高いことが証明され
つつあるように思います。

新 し い 時 代 の 幕 開 け に 向 け て
―　「ＢＰファシリテーター大研修会」の開催　―

本会代表（精神科医）　原田正文

今後の展望

東京会場 大阪会場

日 2020年１月13日
　　　　（月・祝）

2020年２月22日
　　　　　　（土）

時間 10時～16時30分 10時～16時30分

場所 中野サンプラザ エル・大阪
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ＢＰプログラムにイノベーションを！
　ＢＰ１プログラムを発表し、全国展開を始めて10年
目を迎えています。おかげさまで図１に示しますように
順調に全国にひろがりつつあります。図１からわかりま
すように、昨年度（2018年度）は、全国で9,192人の
初めて赤ちゃんを育てている母親が参加してくれました。
9,192人と言いますと、約１万人です。４回連続講座で
すので、延べ数にしますと約４万人に参加していただい
ています。４万人が参加している子育て支援プログラム
は他にはないだろうと考えています。
　ところで、この9,192人という数は、対象者の50人に
１人がＢＰ１プログラムに参加していただいたことにな
ります。50人に１人ですから、かなりの数だとは思い
ます。

図１　開始以来のＢＰ１プログラム実施状況の経年変化

　　　　　　　

　図２にＢＰ１プログラムの実施状況を都道府県別に色
分けして示しています。ＫＫＩがめざす「すべての初め
て赤ちゃんを育てている母親にＢＰ１プログラムを！」
という目標からしますと、まだまだだということがよく
わかると思います。
　都道府県別および市区町村別プログラム実施数は、ホ
ームページにアップしていますのでご覧ください。
　本誌2017年１月号2-3ページでイノベーションの話
をしました。成長曲線の図を出し、成長曲線は、「ある
商品や企業が成熟期を迎えると、あとは衰退しかない」
ということだけを言いたいのではなく、「成熟期に入っ
た段階では、新たな何かイノベーションを起こさないと
衰退する」ということを言っていることを説明しました。
図１のＢＰ１プログラムの実施状況の経年変化はまさに
成熟期に達しています。そして事務局で全国の状況を見
ていましても、自治体の担当者が代わったら、今までの
ように熱心には取り組んでもらえないという状況がちら
ほら見受けられます。何もしなければＢＰ１プログラム
が衰退しかねないという危惧さえしています。そこで、
ＢＰ２という新しいプログラムを展開することにより、

ＢＰ１もＢＰ２も共にさらに広がっていく状況を作り出
していく必要があると考えています。そのための第１歩
として、「ファシリテーター大研修会」を開催します。

図２　2018年度都道府県別のＢＰ

より安全で安心して参加できるプログラムに！
　ＢＰ２プログラムは始まったばかりですが、現在使用
しているＤＶＤは初版ではなく、すでに第２版を使用し
ています。というのは、２・３月に実施したＢＰ２ファ
シリテーター養成講座での結果を受けて、「参加者が
より安全に、安心して参加できるように」と、急遽この
４・５月でＤＶＤの内容を修正したためです。
　修正個所は、「しつけと体罰」についての解説です。
養成講座で模擬セッションを行った際、実際に体罰を行
っている親が多い日本の状況を考えると、「親としては、
ちょっとつらかった」というような意見がいくつか寄せ
られました。ＢＰ２プログラムのような参加者中心型の
プログラムでは、参加者が問題と向き合い考えるという
態勢になることがまず大切です。そのために、「参加者
の価値観を尊重する」というスタンスが必要です。そし
てしつけと体罰の解説は、「子どもの立場に立ち過ぎ
ていた」と考えて、この部分は修正しました。この結果、
親の立場に立ちなおし、参加者がより安心して安全に参
加できるようになったと考えています。
　一方、ＢＰ１プログラムのＤＶＤは、この４月より第
３版を使用しています。それでほとんど問題はないと考
えています。しかし、ＢＰ２プログラムのＤＶＤを修正
したこととも関連して、「一人親の参加者」もより安全
に参加できるように、現在、一部を修正して第４版にし
ようと考えています。「ファシリテーター大研修会」の
場では、「第３版ＤＶＤ」と差し替えて無料で「第４版
ＤＶＤ」をお渡しします。大研修会に参加できない方に
ついては、郵送で差し替えさせていただく予定です。ま
た、詳細が決まりましたらみなさんに誌上でお知らせし
ます。そして、より安全で安心できる質の高いプログラ
ムに仕上げていきたいと考えています。
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